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拡大するレーザー市場 －通信・ものづくりから医療まで－ 
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1. はじめに 

光を増幅して放射することで指向性や収束性に優

れるレーザー光は、1917 年にアインシュタインによ

り基礎理論が確立、1953 年にベル研究所のタウン

ズらにより世界初のマイクロ波増幅器が開発されて

以来、今日に至るまでさまざまな産業の分野で基盤

技術として利用されている。 

本レポートでは、ますますその活用領域を広げつ

つあるレーザー技術に着目し、その市場動向や新し

い用途の見通しを分析した。特に、以前から利用さ

れている情報通信分野、製造現場での最新の利用

状況に加え、医療・美容分野での新たな利用シーン

にも言及する。 

2. 市場規模と予測 

米国のフォトニクスデバイス関連調査会社である

Strategies Unlimited およびレーザー関連情報サイ

ト”Laser Focus World” によると、世界におけるレー

ザーの市場規模は 2013 年時点でおよそ 88 億ドル

（約 9,000 億円）であり、うちおよそ半分が半導体レ

ーザー、残りがそれ以外のレーザー（固体レーザー、

気体レーザーなど）という内訳である 1)。レーザー装

置市場規模の推移を図 2-1 に示す。 

今後数年は、通信業界において情報量の増加に

よるバックボーンの高速化がさらに進むこと、また材

料加工に用いるファイバーレーザーの性能向上に

伴いさらなる導入が進むことなどから、2017 年には

市場規模は 110 億ドル（約 1.1 兆円）に達すると予想

されている。2013 年における用途別内訳を図 2-2 に

示す。 

 

 

図 2-1 世界におけるレーザー市場規模推移 

出所）Laser Focus World 記事をもとに MRI 作成 

（引用元の許可を得て掲載） 

 

図 2-2 レーザー市場 用途別内訳 

出所）Laser Focus World 記事をもとに MRI 作成 

（引用元の許可を得て掲載） 

3. 分野別動向 

レーザーに関連する用途のうち、特に市場として

大きい情報通信、材料加工、医療・美容の各分野に
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おける動向を述べる。 

3.1 情報通信分野での利用 

計算機能力の向上、ビッグデータ化・クラウド化の

流れから情報量が飛躍的に増加し、機器間を接続

するインターコネクションの高速化が進んでいる。こ

れまでデータセンターでは、同軸ケーブルを用いた

安価な電気インターコネクションが利用されてきた

が、10GbE（ギガビット・イーサネット）を超える

40GbE／100GbE に対する需要が高まり、電気イン

ターコネクションの伝送能力限界が見え始めたため、

光インターコネクション（アクティブ・オプティカル・ケ

ーブル：AOC）へと急速に置き換わっている。 

光インターコネクションはケーブルの低消費電力・

小型軽量化が実現できることから、通信の高速化だ

けでなく省エネ・発熱抑制にも寄与できるため、今後

はデータセンター内通信用途の置き換え需要が堅

調に推移すると予想される。また近年、AOC は光・

電気変換部と光ファイバケーブルを一体化すること

でユーザーの利便性が向上しており、低コスト化と

合わせてさらに普及が進むであろう。 

AOC には米国の Finisar 社などが市場立ち上がり

時から参入しており、現在でも高いシェアを有してい

る。また富士通は、2014年1月に世界初の100Gbps

対応 AOC のサンプル供給を開始したと発表した 2)。 

 

3.2 材料加工分野での利用 

製造現場で利用されるレーザー加工は、近年、鉄

鋼厚板の溶接、リモート高速溶接、電池ケース薄板

の溶接、異材接合、太陽電池の分割パターニング、

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）の切断などの用

途開発が活発である 3)。 

例えば薄膜シリコン太陽電池のスクライビング

（溝加工）は、品質および量産性を左右するレーザ

ーパターニング技術がキーとなる。発電効率を損な

うようなマイクロクラックや熱損傷などを抑えて切断

品質を確保し、かつ高速な加工スループットを実現

するためにレーザーが重要な役割を果たしている。

今後は、より大面積なパネルを均質かつ高速に加

工できるような性能がますます要求されるだろう。 

CFRP の切断は、通常、砥石（といし）やウオータ

ージェットによって行われているが、工具の摩耗に

よりコストがかかる点、吸水により強度低下が生じ

る点などの課題がある。そのため、ナノ秒（10-9 秒）

単位の超短パルスレーザーを用いて非接触に切

断・穴あけを行うことで、樹脂の損傷や炭素繊維の

炭化など熱の影響を抑え、高精度かつ高速な加工

を達成することが可能となる 3)4)。今後も切断面にお

ける熱影響領域をさらに小さくし、高品質な切断を

行うための性能向上が求められる。 

レーザー加工の技術開発はこれまでドイツで盛

んに行われており、代表的な加工機メーカーとしてト

ルンプ社が挙げられる。国内ではアマダが高速加

工・省エネルギー性能の向上を特徴としたファイバ

ーレーザー加工機を展開している。 

また近年ものづくりの分野では、試作品や実際の

部品を製造する付加製造（Additive Manufacturing）

技術、いわゆる「3Ｄプリンター」が注目されている。

3D プリンターには樹脂をノズルから押し出して堆積

させるタイプなど、複数の方式が存在するが、「レー

ザー焼結法（Laser Sintering）」と呼ばれる方式では

レーザーが重要なコンポーネントの一つになる。 

レーザー焼結法の中でも代表的な選択的レーザ

ー焼結法では、製品を造形するコンテナに樹脂粉

末や金属粉末を均一に敷き、3D データにもとづきガ

ルバノメーターミラーを通してレーザーを照射、照射

部分のみを固化させる走査を繰り返して造形を行う。

これらの 3D プリンターでは高密度・高精度化を狙い、

スポット径の小さいファイバーレーザーが利用され

ている 5)。金型そのものを迅速かつ低コストで製作し
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たり、人工骨などの生体材料のテーラーメイド製品

をその場で製作したりすることが可能になる。また

設計自由度が向上し、以前からの切削法をはじめと

する他の加工法では不可能な形状を実現できる点

も特徴である。 

レーザー焼結法による 3D プリンターを展開する

代表的なメーカーはドイツの EOS 社、米国の 3D シ

ステムズ社などである。国内ではアスペクトが粉末

焼結積層造形装置「RaFaEl」シリーズを展開してい

る。 

 3D プリンターが製造現場により導入されていくた

めには、造形速度向上や精度向上を目指したレー

ザーの高出力化に加え、装置価格のうち多くの割

合を占めるとされるレーザー部分の低価格化を図る

ことも重要な課題であろう。 

 

3.3 医療・美容分野 

医療・美容の分野では、レーザーは永久脱毛や

シミ・そばかすの除去などの美容用途、近視矯正の

ためのレーシック手術や鼻アレルギー治療など幅

広い領域で利用されている 6)。ここでは、近年注目さ

れているフェムト秒レーザーを利用した白内障治療

およびがんの非侵襲治療（光線力学的療法）を解説

する。 

白内障治療において、3.2 節で紹介したナノ秒

（10-9 秒）パルスレーザーよりもさらに短いフェムト秒

（10-15 秒）単位のパルス幅を利用するフェムト秒レー

ザーの活用が注目されている。フェムト秒レーザー

を利用することで、患部周辺組織への熱拡散の影

響を極めて少なく抑えて治療を行うことができるた

め、白内障手術の標準的な手法と比較し、創口作

製、前嚢切開、水晶体核破砕が短時間かつ正確に

実施できる点が特徴である 7)。フェムト秒レーザーに

よる白内障手術機器は 2009 年に LenSx Lasers 社

（現 Alcon 社）が米国食品衛生局(FDA)の認可を受

け、その後も他社が追従している。日本国内で当該

機器を導入している施設はまだ少ないのが現状で

あるが、今後安全性評価が進むとともに普及が見

込まれるであろう。 

次に、光線力学的療法は PDT（Photo-Dynamic 

Therapy）とも呼ばれ、早期がんに対してレーザー光

に反応するポルフィマーナトリウム（光線力学的療

法用剤）をがん細胞に集積させた後にレーザー光

線を当て、がん細胞を内部から破壊する治療法で

ある。PDT は早期肺がん、早期食道がん、早期胃

がん、早期子宮頸がんに対して保険適用されており、

安全性が極めて高く、また他の治療法との組み合

わせも容易で応用範囲が広いため、現在期待され

ている治療法である。ただし、1）適応が早期がんに

限られている 2）皮膚光過敏症の問題 3）レーザ

ー装置が大型で高価 であるなどの点から、現状で

は普及は限定的である。このうちレーザーの課題は、

大きく高価であったレーザー装置（エキシマダイレー

ザー）も近年、コンパクトでより低価格なダイオード

レーザーの出現により改善されてきている 8)。今後

も、PDT を始めとする医療・美容分野の機器におい

ては、小型で出力密度の高いレーザー光源へのニ

ーズが高まっていくだろう。 

4. まとめ 

以上、レーザー技術を利用した製品の展望を述

べた。多くの製品分野のうち、情報通信分野ではデ

ータセンターにおけるケーブルやインターコネクショ

ンの光化、材料加工分野では精密レーザー加工や

3D プリンターによる実部品製造が今後もトレンドと

なるだろう。また、医療・美容分野では以前からの用

途に加え、最新事例としてフェムト秒レーザーを利

用した白内障手術機器、光線力学的療法（PDT）に

よるがん治療など、新たな用途が広がりつつある。 

こうした注目用途は、各国・地域が取り組む競争
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領域でもある。そこで競争力を発揮するためには、

レーザー単体だけでなく素材や信号処理、制御とい

った関連技術との高度な融合や医工連携といった

分野を超えた取り組み、ユーザーとの用途開発が

鍵である。日本も、技術開発に加え用途開発にも一

層目を向け、レーザー利用のフロンティア領域を切

り拓くことが期待される。 
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